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世界初のお肌のための免疫バランス調整剤、ソマシー!!
皮膚免疫に作用し皮膚アレルギーを改善する小麦発酵抽出物

2009年I・T・O出展学会のご案内

ソマシーはマクロファージを活性化させる物

質として、天然小麦に寄生するパントエア菌

発酵エキス中から発見されました。研究の結

果この細胞壁成分が生理活性物質と判明し、

マクロファージのトゥールライクレセプター

（TLR）に結合し、皮膚の免疫バランスを調整

する事によりアトピーなどのI型アレルギーが

改善することが明らかとなりました。

『ビタミンCローション＆クリームの作り方講習会』承ります

日本全国どこでも（離島は除く）出張講習いたします。『イオン導入の実演講習会』も行っております。

【予約受付中】お申し込み・お問い合わせはTEL.0120-31-6588へどうぞ。
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Clinic Cosmetic News

クリニックのための化粧品情報誌

『クリ・コス・ニュース』2月2 0 0 9 
V O L U M E 0 6

approach to the beautiful skin

春先、今まで何年も使っていた化

粧品、たとえばお気に入りの低刺激

処方のビタミンCローションで突然、

肌にトラブル!! そんな時にはまずメ

ーカーの相談室に電話、ですね。化

粧品成分が全く変わっていないと確

認できたら、自分の肌の方の変化を

疑ってみましょう。

この季節だと、原因のひとつは花

粉アレルギーです。春先と秋には花

粉の飛散が多く、目や鼻だけでなく、

人によっては肌に、カサつきやかゆ

みといったトラブルが発生すること

もあるのです。

皮膚のアレルギーは花粉に限らず、

風邪などの疾患、ストレス、生理、

飲み薬、食物等によっても発生しま

す。基本的には、皮膚バリア機能が

低下することにより、化粧品成分が

過剰に浸透してアレルギー反応を引

き起こすものと考えられます。トラ

ブルが出たら、化粧そのものを控え、

刺激の少ない安全な保湿剤でケアす

る必要があります。

ですが、乾燥や肌荒れ、かゆみなど

のトラブルに対して、単にたっぷり保

湿剤を塗るだけのケアは、その場しの

ぎの対症療法に過ぎません。より重要

なのは、普段から皮膚のバリア機能を

高めておくこと。花粉などのアレルゲ

ンも含めた外的刺激をきちんと撥ね退

けるだけの力が肌に備わっていれば、

トラブルはグンと少なくなるからです。

皮膚バリア機能のアップは、健康

で美しい肌への必要不可欠なファー

スト・ステップ。その機能を高める

ためには、肌の健康維持に必要な栄

養素、皮膚細胞にとって有効な栄養

素を、細胞自体にまで、きちんと届

けてあげることが必要です。中でも、

ビタミン、ミネラル、脂質をバラン

スよく補給することは大切。食事か

ら摂取する以外に、化粧品などを使

用して皮膚に直接塗布する方法で補

給すれば、これらの栄養素を肌に確

実に届けることができます。

これからの時代、スキンニュートリ

ション（皮膚栄養学）という視点からの

化粧品選びは、大人の女性の必須科目。

まずは「ビタミン」の肌への効果から、

究めてみませんか。

いつもの化粧品でトラブル!
肌のバリア機能が低下!? 

花粉シーズン到来

スキンニュートリションで
健やか美肌にアプローチ

今、あらためて注目！

今年こそ、めざすは美肌！と年の初めに誓った方、

手を抜かずにお手入れ続けていますか？　しっか

りケアしているのに今の時期、突然の肌トラブル

に見舞われて…という方はいらっしゃいません

か？　春先はその気候と同様に、肌の状態も不安

定。トラブルの原因を見極め、きちんと対処する

ためにも、まずは正しい知識を身につけましょう。
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開催日 学会名 場所 備考

2月21日（土）・22日（日）

3月4日（水）～6日（金）

4月22日（水）～24日（金）

4月24日（金）～26日（日）

5月24日（日）

8月1日（土）・2日（日）

9月26日（土）・27日（日）

10月10日（土）・11日（日）

10月24日（土）・25日（日）

第72回日本皮膚科学会東京支部大会

CITE Japan2009 第4回化粧品産業技術展

第52回日本形成外科学会

第108回日本皮膚科学会総会

第4回Medical Skin Care Specialist（MSCS）

第27回日本美容皮膚科学会・学術大会

第73回日本皮膚科学会東部支部・学術大会

第60回日本皮膚科学会中部支部学術大会

第61回日本皮膚科学会西部支部学術大会

東京（京王プラザホテル）

横浜（パシフィコ横浜）

横浜（パシフィコ横浜）

福岡（福岡国際会議場）

東京（都市センターホテル）

新潟（新潟コンベンションセンター）

山梨（甲府富士屋ホテル）

京都（国立京都国際会館）

大分（B-CON PLAZA 別府国際コンベンションセンター）

ランチョンセミナー　4月24日（金）【第3会場】

ランチョンセミナー　4月25日（土）【第11会場】



葉酸を外用した場合、①線維芽細胞

を活性化し分裂を促進させて肌のタ

ーンオーバーを改善する作用、②紫外

線から肌細胞を保護する働き、③損傷

したDNAの修復を促進し肌老化を防

ぐアンチエイジング効果などが、認め

られています。

線維芽細胞の活性化についての実

験結果を見ると、葉酸は標準的な培地

でも栄養不足状態の培地でも、線維芽

細胞の分裂を刺激することが、はっき

葉酸（foric acid）は、ビタミンB9

やビタミンM、フォラシンの名でも

呼ばれる必須栄養素のビタミンの1種

です。合成の葉酸が、かなり以前か

ら栄養強化の用途で食品に添加され

たりしてきましたが、化粧品原料と

しての利用は、ごく最近からのこと。

他のビタミンと同様、葉酸について

も近年、研究がさらに進み、化粧品

原料としても優れた効果を発揮する

ことが明らかになってきたからです。

葉酸は、DNA合成や修復に必要な成

分であり、細胞が活発に分裂する際

には重要な働きをします。

海外では葉酸を主成分としたクリー

ムが「アンチエイジング」を謳い文句と

して発売され好評を得て、今では欠か

すことのできない原料のひとつです。
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葉酸でアンチエイジング
ナイアシンアミドで明るい肌に
葉酸でアンチエイジング
ナイアシンアミドで明るい肌に

ビタミンCが肌にいいことは古くから知られていましたが、近年、より効果の高いプロビタミンCや、他にもVE、VA、
ビオチンなどのビタミンを含んだサプリメントや機能性食品、スキンケア商品が多数開発されています。スキンニュ
ートリションに対する意識が高まり、ビタミンへのニーズは増える一方です。そんな中で今回ご紹介する原料は、これ
まで日本ではあまりなじみのなかった種類のビタミンで、葉酸とナイアシン。ともに皮膚にとって重要な栄養素です。

化粧品原料としては新顔
ビタミンB9=葉酸！

線維芽細胞の活性化や、紫外線から

の保護といった働き以上に現在、注目

されている葉酸の効果は、損傷した

DNAを修復するという点です。

DNAは、紫外線や化学物質によって

損傷すると、その損傷部分が切って除

かれ、同時に小さなDNA切断片が増え

ることになります。その切断片が盛んに

移動して、損傷部分を置換する形で再

び連結し、改めてらせん構造が作り直

されるのですが、このしくみはNER修

復メカニズムと呼ばれています（図6）。

葉酸には、そのNER修復メカニズムを

活性化させる作用が認められるので

す。つまり、DNAという人体のもっとも

根本の部分でも働いて、肌の老化を防

いでくれるというわけです。化粧品へ

の利用は始まったばかりの葉酸ですが、

葉酸とは対照的に、以前から化粧品

に配合されることも多かった原料です

が、その割にあまり注目されてこなか

ったビタミンの1つが、VB群の中のB3、

別名ナイアシンアミドです（写真①）。

代謝促進、血流促進、美白、抗ニキビ、

保湿といった効能が認められています。

特に血流の滞りによって目の下に表

れるクマの除去などに効果があるとさ

れてきました。クマに限らず、血流が

滞れば肌は暗くクスミがちになります

が、それを改善して明るい肌色を取り

戻すための化粧品には、ナイアシンア

ミドの配合が効果的ということ。地味

な存在ですが、これもまた、健康な肌

に欠かせないビタミンの1つということ

で、ぜひ記憶しておきたい原料です。

DNA修復にも寄与
だからアンチエイジング VB3=ナイアシンアミド

血流促進でクマも解消

線維芽細胞を活性化して
ターンオーバーを改善 老化の原因＝紫外線から

肌細胞を守ってくれる

vitamins for skincare

また、葉酸が紫外線から細胞を保

護するという点については、UVB照

射後の線維芽細胞の生存率の実験結

果に明らか（図3）。0.01％濃度の葉

酸とともに培養された線維芽細胞は、

何も無しの場合と比較して、48時間

後で27％、72時間後には58％も生存

率が高いのです。

線維芽細胞だけでなくケラチノサイ

トにおいても、UVB照射後の生存能力

図1：葉酸は線維芽細胞の分裂を促進する

※偏光写真①～⑥及び図1～図６はDSMニュートリションジャパン技術資料より

図3：葉酸は紫外線から線維芽細胞を保護する

りデータに表れています（図1）。

また0.01％濃度の葉酸とともに2週間

培養した線維芽細胞を顕微鏡でのぞ

くと、この細胞特有の規則的な紡錘形

がクリアに見られます。葉酸の効果で、

細胞分裂が促進していることを示して

いるのです。葉酸無しで培養した場合

には、不規則な形の細胞が互いにくっ

つき合ったような状態が見られ、この

細胞分裂が止まった状態を示す写真

と比較すると、葉酸の効果がより明確

にわかります（図2）。

線維芽細胞の分裂が促進するとい

うことは、新しい細胞が次 に々生まれ、

皮膚の深い部分から表面に向かって

順に押し出され、最後は角質となって

剥がれ落ちるという新陳代謝のメカニ

ズム＝ターンオーバーが、滞りなくス

についての実験結果では、ほぼ同じ程

度の差が見られます（図4）。

さらに、紫外線照射によって線維芽細胞

の葉酸摂取量は3倍程度も増加する、と

いう実験結果も出ています（図5）。

つまり、紫外線にさらされる機会にこ

そ、肌にとって葉酸がなくてはならない

栄養素ということ。たとえば化粧品に配

合することで十分な量が肌に補給され

ていれば、肌細胞はその葉酸によって

守られる、ということになります。

紫外線が肌に与えるダメージの大き

さは、現在ではよく知られています。紫

外線の刺激でメラニンが増加し、シミ

やソバカスの原因となるだけでなく、

細胞の酸化によって肌の老化が引き起

こされ、ダメージからの回復力も弱く

なってしまうのです。葉酸の肌細胞保

護能力が明らかになった以上、今後は

化粧品への利用ももっとずっと増えて

いっていいのではないかと思います。

図4：葉酸は紫外線からケラチノサイトを保護する

図5：紫外線照射により葉酸の摂取量が増加する

図6：DNAの損傷を修復するNERメカニズム

ムーズに行われるということです。タ

ーンオーバーが順調な肌は、いうなれ

ばいつでもフレッシュ。若 し々い健康

な肌ということになります。

図2：顕微鏡で見た線維芽細胞

偏光を当てたビタミンB群

①Vitamin B3 Niacinamide

②Vitamin B1 Thiamin

③Vitamin B2 Riboflavin

④Vitamin B5 Calcium Pantothenate

⑤Vitamin B6 Pyridoxine Hydrochloride

⑥Vitamin B12 Cyanocobalamin

葉酸なしで14日間培養した
線維芽細胞（対照）

葉酸0.01％を含み14日間培養した
線維芽細胞

●線維芽細胞：細胞の幅は広く、

互いに接着し、不規則な形を

形成。有糸分裂が散発的に見

られる。

→細胞分裂が

止まっていることを示す。

●線維芽細胞：規則的な紡錘形

で細胞質の量は少ない。

→細胞分裂が

高いことを示す。

DNAの切断片（DNAの損傷）が増
えていることは、NER修復メカニ
ズムが継続していることを表す

①

② ③

④

⑤ ⑥ これからさらに期待できる原料の1つ

であることは間違いないでしょう。


